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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

2019年２月14日に提出いたしました第78期第３四半期（自　2018年10月１日　至　2018年12月31日）四半期報告書

の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1) 財政状態及び経営成績の状況

 ②財政状態

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 
第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 
(訂正前)

回次
第77期
第３四半期
連結累計期間

第78期
第３四半期
連結累計期間

第77期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (百万円) 13,193 12,650 18,865

経常利益 (百万円) 482 381  933

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 316 246  609

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 945 204  1,333

純資産額 (百万円) 17,425 17,768  17,813

総資産額 (百万円) 22,150 22,838  23,262

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 71.88 55.86  138.48

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 78.7 77.8  76.6
 

 

回次
第77期
第３四半期
連結会計期間

第78期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年10月１日
至 平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 24.43 28.64
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(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４　当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計

年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益を算定しております。

５　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 
(訂正後)

回次
第77期
第３四半期
連結累計期間

第78期
第３四半期
連結累計期間

第77期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (百万円) 13,193 12,650 18,865

経常利益 (百万円) 482 381  933

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 316 246  609

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 945 159  1,333

純資産額 (百万円) 17,425 17,723  17,813

総資産額 (百万円) 22,150 22,774  23,262

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 71.88 55.86  138.48

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 78.7 77.8  76.6
 

 

回次
第77期
第３四半期
連結会計期間

第78期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年10月１日
至 平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 24.43 28.64
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４　当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計

年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益を算定しております。

５　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。
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第２ 【事業の状況】

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

②財政状態

 
(訂正前)

(a) 資　産

総資産は前連結会計年度末に比べ423百万円減少し、22,838百万円となりました。

流動資産は前連結会計年度末に比べ304百万円減少し、14,540百万円となりました。これは主に、現金及び預

金の増加302百万円、原材料及び貯蔵品の増加302百万円、仕掛品の増加241百万円、商品及び製品の増加214百万

円、流動資産の「その他」に含まれる未収還付法人税等の増加123百万円があったものの、受取手形及び売掛金

の減少1,543百万円があったこと等によるものであります。

固定資産は前連結会計年度末に比べ119百万円減少し、8,298百万円となりました。これは主に、投資その他の

資産の「その他」に含まれる退職給付に係る資産の増加146百万円があったものの、投資有価証券の減少164百万

円、投資その他の資産の「その他」に含まれる預り保証金引当資産の減少113百万円があったこと等によるもの

であります。

(b) 負　債

負債は前連結会計年度末に比べ378百万円減少し、5,070百万円となりました。

流動負債は前連結会計年度末に比べ416百万円減少し、3,979百万円となりました。これは主に、流動負債の

「その他」に含まれる前受金の増加257百万円、製品保証引当金の増加162百万円があったものの、未払法人税等

の減少277百万円、流動負債の「その他」に含まれる未払金の減少231百万円、賞与引当金の減少172百万円、電

子記録債務の減少158百万円があったこと等によるものであります。

固定負債は前連結会計年度末に比べ37百万円増加し、1,091百万円となりました。これは主に、固定負債の

「その他」に含まれる長期未払金の減少7百万円があったものの、固定負債の「その他」に含まれる繰延税金負

債の増加46百万円があったこと等によるものであります。

(c) 純資産

純資産は前連結会計年度末に比べ44百万円減少し、17,768百万円となりました。これは主に、退職給付に係る

調整累計額の増加71百万円があったものの、その他有価証券評価差額金の減少113百万円、利益剰余金の減少17

百万円があったこと等によるものであります。

 
(訂正後)

(a) 資　産

総資産は前連結会計年度末に比べ488百万円減少し、22,774百万円となりました。

流動資産は前連結会計年度末に比べ304百万円減少し、14,540百万円となりました。これは主に、現金及び預

金の増加302百万円、原材料及び貯蔵品の増加302百万円、仕掛品の増加241百万円、商品及び製品の増加214百万

円、流動資産の「その他」に含まれる未収還付法人税等の増加123百万円があったものの、受取手形及び売掛金

の減少1,543百万円があったこと等によるものであります。

固定資産は前連結会計年度末に比べ184百万円減少し、8,233百万円となりました。これは主に、投資その他の

資産の「その他」に含まれる退職給付に係る資産の増加81百万円があったものの、投資有価証券の減少164百万

円、投資その他の資産の「その他」に含まれる預り保証金引当資産の減少113百万円があったこと等によるもの

であります。

(b) 負　債

負債は前連結会計年度末に比べ398百万円減少し、5,050百万円となりました。

流動負債は前連結会計年度末に比べ416百万円減少し、3,979百万円となりました。これは主に、流動負債の

「その他」に含まれる前受金の増加257百万円、製品保証引当金の増加162百万円があったものの、未払法人税等

の減少277百万円、流動負債の「その他」に含まれる未払金の減少231百万円、賞与引当金の減少172百万円、電

子記録債務の減少158百万円があったこと等によるものであります。

固定負債は前連結会計年度末に比べ18百万円増加し、1,071百万円となりました。これは主に、固定負債の

「その他」に含まれる長期未払金の減少7百万円があったものの、固定負債の「その他」に含まれる繰延税金負

債の増加26百万円があったこと等によるものであります。

(c) 純資産

純資産は前連結会計年度末に比べ89百万円減少し、17,723百万円となりました。これは主に、退職給付に係る

調整累計額の増加26百万円があったものの、その他有価証券評価差額金の減少113百万円、利益剰余金の減少17

百万円があったこと等によるものであります。
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第４ 【経理の状況】

１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

 
(訂正前)

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,336 5,638

  受取手形及び売掛金 ※  7,088 ※  5,545

  商品及び製品 784 999

  仕掛品 505 747

  原材料及び貯蔵品 1,019 1,321

  その他 118 295

  貸倒引当金 △7 △6

  流動資産合計 14,844 14,540

 固定資産   

  有形固定資産 2,880 2,845

  無形固定資産 692 724

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,796 2,631

   その他 2,051 2,103

   貸倒引当金 △2 △7

   投資その他の資産合計 4,845 4,728

  固定資産合計 8,417 8,298

 資産合計 23,262 22,838

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  1,355 ※  1,201

  電子記録債務 ※  1,607 ※  1,448

  未払法人税等 292 14

  製品保証引当金 167 329

  賞与引当金 249 77

  その他 723 906

  流動負債合計 4,395 3,979

 固定負債   

  その他 1,053 1,091

  固定負債合計 1,053 1,091

 負債合計 5,449 5,070
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           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,909 4,909

  資本剰余金 4,522 4,528

  利益剰余金 7,432 7,414

  自己株式 △410 △402

  株主資本合計 16,452 16,449

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,275 1,161

  退職給付に係る調整累計額 85 157

  その他の包括利益累計額合計 1,360 1,318

 純資産合計 17,813 17,768

負債純資産合計 23,262 22,838
 

 
(訂正後)

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,336 5,638

  受取手形及び売掛金 ※  7,088 ※  5,545

  商品及び製品 784 999

  仕掛品 505 747

  原材料及び貯蔵品 1,019 1,321

  その他 118 295

  貸倒引当金 △7 △6

  流動資産合計 14,844 14,540

 固定資産   

  有形固定資産 2,880 2,845

  無形固定資産 692 724

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,796 2,631

   その他 2,051 2,038

   貸倒引当金 △2 △7

   投資その他の資産合計 4,845 4,663

  固定資産合計 8,417 8,233

 資産合計 23,262 22,774

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  1,355 ※  1,201

  電子記録債務 ※  1,607 ※  1,448

  未払法人税等 292 14

  製品保証引当金 167 329

  賞与引当金 249 77

  その他 723 906

  流動負債合計 4,395 3,979

 固定負債   

  その他 1,053 1,071

  固定負債合計 1,053 1,071

 負債合計 5,449 5,050
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           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,909 4,909

  資本剰余金 4,522 4,528

  利益剰余金 7,432 7,414

  自己株式 △410 △402

  株主資本合計 16,452 16,449

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,275 1,161

  退職給付に係る調整累計額 85 112

  その他の包括利益累計額合計 1,360 1,273

 純資産合計 17,813 17,723

負債純資産合計 23,262 22,774
 

 
(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 
(訂正前)

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 316 246

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 583 △113

 退職給付に係る調整額 44 71

 その他の包括利益合計 628 △41

四半期包括利益 945 204

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 945 204
 

 
(訂正後)

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 316 246

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 583 △113

 退職給付に係る調整額 44 26

 その他の包括利益合計 628 △86

四半期包括利益 945 159

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 945 159
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